
    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、令和７年２月１５日に策定した久原小の「こどもポスター」です。各教室に掲示しています。 

笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てます 

こどもは、意欲をもって真剣に学びます 

○いつでも良い姿勢で話を聞きます。 

○自分の考えを進んで発言します。 

○友達の意見を認め、周りに広げ深め合います。 

教師は、こどもの可能性を引き出します 

○こどもの心に寄り添い、支援します。 

○楽しく、分かる授業をします。 

○保護者・地域とともに、こどもを育てます。 

保護者・地域は、こどもの学びを支えます 

○こどもの声に耳を傾け、愛情をもって見守り、健やかな心と体を育てます。 

○地域は、安全・安心で笑顔あふれるまちにします。 

○家庭と地域が一体となり、様々な経験の場をつくり、挑戦する勇気を応援します。 

 

  

   『 登 竜 門 』  
 

校長 長谷川 典雅 

   
令和７年度が始まり、１か月が過ぎようとしています。 

こどもたちは、新しい教室で話をしっかり聞いて学習に取り組み、休み時間になると、
校庭で友達と元気に走り回っています。また、給食の時間では、箸やスプーンの音が聞
こえる静けさの中で、落ち着いてよく噛んで食べているのが印象的です。 

 
さて、５月５日は「こどもの日」です。すべてのこどもたちの健やかな成長を願うと

ともに、家の人に感謝する日とされています。 
 この時期、澄んだ青空と新緑の中、春風を泳ぐ鯉のぼりに季節感を感じます。 
中国の故事に、黄河上流に竜門という激流が連なる滝が 

あり、そこを登り切った鯉は、竜へと変身し、初夏の黄砂 
を巻き上げ、竜巻を起こしながら勢いよく大空に舞い上が 
る、というものがあります。 

 
「竜門を登ることのできた鯉は竜になる」 
 

という鯉の滝登り、すなわち、これが「登竜門」です。 
鯉のぼりには、人が生きるという流れの中で遭遇する難関を鯉のように突破し、大成

して欲しいという願いが込められているようです。 
 久原小のこどもたちが、困難なことに負けじと乗り越える力を身に付け、未来の担い
手となるよう願っています。 

 
大田区では、５月と１０月は「早寝・早起き・朝ごはん月間」とし、こどもたちの健

やかな成長のために、基本的生活習慣とバランスのとれた食事が大切であると、保護者 
や地域の方々に啓発しています。 
５月には連休があり、４月の新しい環境に適応するために頑張ってきたオアシスとも

言えます。また、５月病と言われ、緊張や疲れがピークに達し、連休の機に張り詰めて
いた糸が切れ、「気分が優れない」「やる気が出ない」「集中力が続かない」などの不

調をきたす時期でもあります。 
心と体のリフレッシュを心がけ、生活のリズム・体調に気を付けてお過ごしください。 

      学校ホームページはこちらから→ 
 
住所：〒146-0085 大田区久が原四丁目12 番10 号    

電話：03(3753)9411  FAX：03(3753)9412 

大田区立久原小学校 令和７年４月２５日発行 

 

５月号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 予定 時程 備考 日 曜 予定 時程 備考
1 木 開校記念日 B SCU 17 土
2 金 離任式 特別 18 日
3 土 憲法記念日 19 月 体力テスト始　クラブ　聴力（2年） 月

4 日 みどりの日 20 火
聴力（3年）   遠足（1年）
「早寝・早起き・朝ごはん」月間終

SCS

5 月 こどもの日 21 水 内科（3・5年） 水

6 火 振替休日 22 木 聴力（1年）　移動教室説明会（5年） SCU

7 水
「早寝・早起き・朝ごはん」月間始
歩行訓練（1年）

水 23 金 体力テスト終

8 木 遠足（2年）　　耳鼻科（3・4年） SCU 24 土
9 金 安全指導　　　眼科（1・4・6年） B 25 日
10 土 26 月 遠足予備日（2年）　5・6年6時間授業 月

11 日 27 火 避難訓練（2次避難） SCS

12 月 月 28 水 全学年5時間授業 水

13 火 聴力（5年） B SCS 29 木
14 水 内科（2・6年） 水 30 金 遠足予備日（1年）

15 木 尿検査2次　　耳鼻科（1・2年） SCU 30 土
16 金 尿検査2次予備 B

５月の予定  


